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中
央
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議

会
（
以
下
、
区
推
進
協
）
が
、
平
成
二

十
年
十
二
月
十
一
日
、
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
保
健
福
祉
総
務
課
よ
り
、「
千
葉

市
地
域
福
祉
計
画
推
進
モ
デ
ル
事
業
」

に
当
区
よ
り
四
団
体
が
選
定
さ
れ
た
こ

と
及
び
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
ま
た
、

第
一
回
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会

の
開
催
結
果
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
区
地
域
福
祉
計
画
の
取
組

状
況
の
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
地

域
に
よ
り
取
組
に
対
す
る
差
が
で
て
い

る
こ
と
等
に
よ
り
、
再
調
査
を
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
事
務
局
よ

り
「
千
葉
県
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
設

置
支
援
事
業
」
の
趣
旨
等
の
説
明
を
行

い
、
当
区
よ
り
社
協
十
六
地
区
部
会
が

申
請
し
、
全
地
区
部
会
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。 

～ 

千
葉
県
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム 

設
置
支
援
事
業 

～ 

千
葉
県
が
平
成
十
六
年
四
月
に
公

表
し
た「
千
葉
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」

の
中
で
は
、『
新
た
な
地
域
福
祉
像
』
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、「
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
」
と
な
っ
た
、「
新
し
い

地
域
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
が

重
要
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
福

祉
を
担
っ
て
き
た
団
体
と
新
た
な
地
域

福
祉
の
担
い
手
、
さ
ら
に
は
就
労
、
教

育
、
防
災
な
ど
、
福
祉
以
外
の
各
分
野

と
協
働
し
、
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
や

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
「
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
設
置
が
重
要
と
な
り

ま
す
。 

そ
こ
で
、「
自
主
的
な
民
間
福
祉
活

動
の
促
進
・
充
実
」
を
実
現
す
る
た
め
、

活
動
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
る
地
域
住

民
等
が
地
域
で
効
果
的
・
円
滑
に
活
動

す
る
た
め
に
、
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
設
置
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。 

計
画
に
位
置
づ
け
た
取
組
を
実
践
す

る
団
体
等
に
対
し
て
、
県
が
三
年
間
に

わ
た
り
、
助
成
す
る
事
業
で
す
。 

区
推
進
協
が
平
成
二
十
一
年
三
月

六
日
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
十
一

階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

市
保
健
福
祉
総
務
課
よ
り
、
区
地
域

福
祉
計
画
の
取
組
状
況
で
新
た
に
追
加

し
た
取
組
み
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
追
加
情
報
の
中
か
ら
、

五
項
目
に
つ
い
て
、
各
委
員
よ
り
取
組

内
容
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
次
年
度
の
区

推
進
協
の
進
め
方
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
後
は
、計
画
の
見
直
し
を
見
据
え「
中

央
区
地
域
福
祉
計
画
の
現
状
把
握
と
課

題
の
整
理
」
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て

い
く
方
針
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
二
〇
年
度
第
三
回
中
央
区 

 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

 

第
四
回
中
央
区 

 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

第四回中央区地域福祉計画推進協議会 



～ 
お
散
歩
ク
ラ
ブ 

～ 

社
協
蘇
我
地
区
部
会 

 

蘇
我
地
区
部
会
は
、
児
童
母
子
福
祉

委
員
会
、
障
害
者
福
祉
委
員
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
会
、
高
齢
者
福
祉
委
員

会
、
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
、
総

務
推
進
委
員
会
の
六
つ
の
委
員
会
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

高
齢
者
福
祉
委
員
会
の
中
に
、
お
散

歩
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
い

つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め

に
、
公
園
で
の
散
歩
や
東
電
の
ビ
オ
ト

ー
プ
を
借
り
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し

て
い
ま
す
。美
し
い
花
に
感
動
し
た
り
、

多
少
の
雨
や
寒
さ
で
も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
た
く
さ
ん
出
し
、
そ
の
元
気
の
良

さ
に
は
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
体
を
動
か
し
健
康
で

い
る
た
め

に
、
体
に
良

い
事
を
考
え

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。
私
た
ち

も
高
齢
者
に 

負
け
な
い
よ

う
に
元
気
で

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

～ 

ト
ン
ト
ン
ル
ー
ム 

～ 

社
協
星
久
喜
地
区
部
会 

 

こ
の
地
域
に
は
“
親
子
が
交
流
す
る

場
所
が
あ
っ
た
ら
ど
う
か
”
と
い
う
思

い
で
サ
ー
ク
ル
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
十
二
年
か
ら
当
地
区

部
会
の
子
育
て
支
援
活
動
の
一
環
と
し

て
社
協
の
事
業
に
組
み
込
ま
れ
、現
在
、

星
久
喜
公
民
館
で
主
任
児
童
委
員
を
中

心
に
児
童
母
子
福
祉
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
で
毎
月
第
一
水
曜
日
、
年

十
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
試
行
錯
誤

で
始
め
た
内
容
も
今
で
は
一
定
し
、
ま

た
、
平
成
十
八
年
か
ら
行
政
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）
の
支
援
を
得
て
、
よ
り
一
層

充
実
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

行
事
の
中
で
も
、「
保
育
士
さ
ん
と

遊
ぼ
う
」「
た
な
ば
た
作
り
」「
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
は
特

に
人
気
が
あ

り
、
多
勢
の
親

子
が
集
ま
り
、

ホ
ー
ル
は
楽
し

い
声
で
溢
れ
ま

す
。 こ

の
会
を
通

じ
て
、
お
母
さ

ん
方
が
情
報
交
換
し
た
り
、
お
友
達
を

作
っ
て
親
子
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
方
が
参
加
す
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

～ 

市
地
域
福
祉
推
進
モ
デ
ル
事
業
の 

進
捗
状
況
に
つ
い
て 

～ 

社
協
寒
川
地
区
部
会 

 

当
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の

確
保
を
図
る
た
め
、
災
害
が
発
生
し
た

際
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
を
住
民

同
士
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う

目
的
の
た
め
、
市
地
域
福
祉
推
進
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、緊
急
連
絡
先
を
調
査
し
、

「
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
」
の
登
録
書
を
作

成
し
登
録
者
へ
お
渡
し
す
る
こ
と
で

す
。
調
査
当
初
、
支
援
対
象
者
は
五
百

十
二
世
帯
で
し
た
が
、
一
月
下
旬
に
回

収
し
た
と
こ
ろ
、
四
百
四
十
二
世
帯
、

五
百
五
十
八
名
の
登
録
が
あ
り
、ま
た
、

一
般
希
望
者
と
し
て
三
十
八
世
帯
が
あ

り
ま
し
た
。
三
月
上
旬
か
ら
委
員
に
よ

る
「
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
」
最
終
仕
上
げ

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
三
月
下

旬
に
は
、
登
録
頂
い
た
世
帯
に
カ
ー
ド

を
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。 

 

来
年
度
は
、
登
録
を
さ
れ
な
か
っ
た

方
々
の
対
応
や
更

な
る
支
援
者
増
を

図
る
た
め
、
再
調

査
し
な
が
ら
声
掛

け
、
安
否
確
認
等

に
努
め
、
緊
急
網

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
実
施
す
る
予
定

で
す
。 

 

～ 

ふ
れ
あ
い
事
業
に
つ
い
て 

～ 

社
協
中
央
東
地
区
部
会 

平
成
十
六
年
に
設
立
し
た
、
中
央
区

管
内
で
一
番
新
し
い
地
区
部
会
で
、
十

六
町
内
会
（
五
千
六
百
世
帯
）
を
対
象

区
域
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。 ふ

れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
等
の
年

間
開
催
日
数
は
、
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
高
齢
者
と
子
供
た
ち
の
ふ
れ

あ
い
の
会
「
み
ん
な
の
広
場
」
や
多
世

代
参
加
の
「
親
子
三
代
大
集
合
」
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
着
実
に
展
開

し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
九
月
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
「
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
は
、
八

十
二
名
が
参
加
し
て
、
朝
七
時
に
千
葉

公
園
ま
で
元
気
に
歩
き
、
軽
い
体
操
の

後
、
お
に
ぎ
り
と
お
茶
で
朝
食
を
摂
り 

活  

動  

紹  

介 
 



公
園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。 

二
月
に
は
、
社
協
の
ご
指
導
に
よ
り

第
一
回
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
を
開
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事
前
打
合
せ
や

試
作
を
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
カ
ロ

リ
ー
控
え
め
を
心
掛
け
て
作
っ
た
お
弁

当
は
、
出
席
さ
れ
た
方
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
笑
顔
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
様
子
は
、
地
区
部
会
だ
よ
り
で
全

戸
に
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ま
だ
、
部
会
発
足
か
ら
日
も
浅
く
、

何
事
手
探
り
の

状
態
で
す
が
、

あ
れ
こ
れ
模
索

し
な
が
ら
、
地

域
の
実
情
に
即

し
た
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

～ 

活
動
行
事
予
定
コ
ー
ナ
ー 

～ 

 

◎ 

社
協
生
浜
地
区
部
会 

 

一
．
高
齢
者
福
祉
委
員
会 

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

五
・
七
・
九
月(

各
月
第
二
金
曜
日)  

（
会
場 

生
実
町
会
館
） 

二
．
児
童
母
子
福
祉
委
員
会 

・
育
児
サ
ー
ク
ル 

ア 

べ
じ
た
ぶ
る 

 

毎
月
第
一
火
曜
日 

（
会
場 

浜
野
会
館
） 

イ 

で
ん
で
ん
む
し 

 

毎
月
第
二
水
曜
日 

（
会
場 

南
生
実
埋
蔵
セ
ン
タ
ー
） 

ウ 

ど
ん
ぐ
り 

 

毎
月
第
三
月
曜
日 

（
会
場 

村
田
町
公
会
堂
） 

エ 

生
実
サ
ー
ク
ル 

 

毎
月
第
一
水
曜
日 

（
会
場 

生
実
保
育
所
） 

◎ 
社
協
白
旗
台
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

 
 

毎
月
第
一
、
三
月
曜
日 

（
会
場 

宮
崎
公
民
館
） 

 
 

毎
月
第
二
、
四
月
曜
日 

（
会
場 

マ
ッ
シ
ュ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
） 

◎ 

社
協
蘇
我
地
区
部
会 

・
子
育
て
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

五
・
七
・
九
月
（
各
月
第
二
金
曜
日
） 

（
会
場 

南
部
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ほ
ほ
え
み 

（
各
月
第
四
金
曜
日
） 

四
・
五
・
六
月
（
会
場 

今
井
会
館
） 

七
月 

（
会
場 

南
町
共
栄
会
） 

九
月（
会
場 

南
部
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

・
お
散
歩
ク
ラ
ブ 

七
月
（
会
場 

東
京
電
力
ビ
オ
ト
ー
プ
） 

◎ 

社
協
中
央
東
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
食
事
会 

 
 

五
月
予
定
（
会
場 

椿
森
公
民
館
） 

・
ち
び
っ
こ
広
場 

 
 

七
月
予
定 

 

（
会
場 

院
内
小
） 

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

 
 

九
月
予
定 

（
会
場 

各
地
区
自
治
会
館
） 

◎ 

千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

・
特
選
演
芸
会 

 
 
 

六
月
二
十
二
日
（
会
場 

千
葉
市
民
会
館
） 

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
  

六
月
三
十
日 

(

会
場 

九
十
九
里
浜) 

・
社
会
奉
仕
の
日 

 
 

九
月
二
十
日 

（
会
場 

市
内
全
域
） 

◎ 

社
協
東
千
葉
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ
ス 

四
・
六
月
（
各
月 

第
三
木
曜
日
） 

 
 
 
 
 

（
会
場 

椿
森
公
民
館
） 

・
ふ
れ
あ
い
会
食
会 

 
 

五
・
七
月
（
会
場 

自
治
会
集
会
所
） 

・
い
き
い
き
菜
の
花
サ
ロ
ン 

毎
月
第
二
水
曜
日 

（
会
場 

東
千
葉
集
会
所
） 

・
菜
の
花
サ
ロ
ン
夕
涼
み
会 

八
月
第
四
水
曜
日 

（
会
場 

東
千
葉
集
会
所
） 

・
に
こ
に
こ
広
場 

毎
月
第
四
月
曜
日 

（
会
場 

東
千
葉
集
会
所
） 

◎ 

社
協
星
久
喜
地
区
部
会 

・
独
居
老
人
の
花
見
の
会 

五
月
予
定
（
会
場 

緑
化
植
物
園
） 

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

六
・
七
月
予
定 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
） 

・
と
ん
と
ん
ル
ー
ム 

五
・
六
・
七
月
（
第
一
水
曜
日
） 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
） 

◎ 

社
協
松
ヶ
丘
地
区
部
会 

・「
避
難
所
で
の
豆
知
識
」
講
習
会 

七
月
五
日（
会
場 

松
ヶ
丘
公
民
館
） 

◎ 

社
協
都
地
区
部
会 

・
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
懇
談
会 

四
月
四
日
（
会
場 

都
町
東
自
治
会
館
） 

・
都
地
区
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

五
月
十
日
（
会
場 

都
小
学
校
体
育
館
） 

 

※
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 千

葉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

中
央
区
事
務
所 

℡
（
二
二
一
）
二
一
七
七 

 

問
い
合
わ
せ
時
間
等 

月
～
金
曜
日
の
八
時
三
十
分
か
ら
一
七

時
三
十
分
ま
で 

 



中 央 区 地 域 福 祉 計 画 ７ つ の 基 本 方 針 
Ⅰ 身近なコミュニティづくりの推進 Ⅱ 交流の場と仲間づくり Ⅲ 社会参加の推進         
Ⅳ 人材の育成・地域の福祉力向上  Ⅴ 相談体制、情報提供の場づくり Ⅵ 福祉教育の推進 
Ⅶ 人にやさしい生活環境づくり 

☆ 基本的な方向 １ － 相相談談・・情情報報セセンンタターー構構築築（（セセンンタターーササテテラライイトト構構想想））  

４０ 中央区相談・情報センター 

  ウェブサイトを利用した相談・情報の拠点としての機能を強化する。 

     ア 相談の受付・調整 イ 福祉相談ウェブサイトの構築・管理 ウ 情報提供 

４１ 中学校区相談・情報センター 

  誰もが気軽に相談できる場、情報を得られる場とする。よろず的な相談も受け入れる。 

   ア 市民便利帳に記載された内容の受け答え イ民生・児童委員や中央区相談・情報センターへの橋渡しをする 

☆ 基本的な方向 ２ － 情情報報がが正正確確にに伝伝わわるる 

４２ 福祉マップ、福祉情報誌 

   ア 高齢者に分かり易い、地域の居場所マップを作成する。 イ 地域の高齢者や障害者に関わる施設、 

    関係機関のマップ、車椅子が通れる範囲を示すなど、様々な工夫を凝らす。 ウ 住民や福祉施設の福祉 

活動状況、ボランティア団体などの人材や活動状況、マップなどを盛り込んだ情報誌の作成を検討する。 

   エ 子育て支援サービスの実施施設や関係機関などのマップ。 オ 地域ごとの作成を検討する。 

４３ わかりやすい情報の集約 

    地域に関する情報を受けやすく、また情報を提供しやすい環境を整備する。 

  （１） 各情報伝達手段の役割分担の明確化  ア ちば市民便利帳（くらしのガイド） イ ちば市政だより  

ウ 町内自治会回覧・掲示板 エ 千葉市ホームページ 

    ２ (１)を利用できない人に対しては、次の人が情報を探す相談にのる。 

     ・民生委員や町内自治会役員  ・行政 

     ３ 公共施設に、ちば市民便利帳・ちば市政だよりに記載された内容のパンフレットや資料を配備するととも

に、千葉市ホームページからその情報の発信元サイトをリンクさせる。
 

                            

                            

                            

 

 

   

 

 この計画は、『みんなでつくろう、支え合い安心して暮らせる中央区』を基本目標に、区民一人ひとりが地

域の構成員として役割を持ち、支え合い助け合う仕組みをつくることを目指し策定しています。 

 今号は、基本方針Ⅴです。計画の詳細については、事務局へご連絡いただくか、インターネットで『千葉

市地域福祉計画』を検索いただくと閲覧できます。 

 地域福祉計画推進協議会だよりは、町内自治会を通じて回覧します。 
 町内自治会に加入されていない集合住宅等については、管理組合代表者等
へ郵送いたします。（各戸への配布はいたしません。） 
 また、保健福祉センター、公民館、市民センター等でも閲覧できます。 
 ご希望の際は、下記までご連絡下さい。   
【問い合わせ】   中央区地域福祉計画推進協議会事務局 

電話：０４３－２２１－２１８４    
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